
 
 

 

観察・実験を行い、得られた結果を基に、話型やイメージ図を用いて考察し、自分の

考えを表現できる子 

 
 

 

 

① 考察の書き方の選択とグループ分け 

考察を立てることが難しい現状があるため、児童が考察を選択できるようにした。『（１）考

察を自分で考える（２）キーワードだけほしい（３）穴埋め形式で考えたい』の自分の挑戦した

い難易度に応じて考察し、話し合いで自分の考えをもてるようにした。また、②の話し合いは、

考察の書き方が同じ児童同士のグループとし、同じめあてをもった児童同士が話し合えるよ

うにした。 

② 比べて考える話し合いをするための台本の提示 

話し合い活動が目的とならないように、教科を問わず横断的に実施している話し合い活動

の台本を用意することで、スムーズに考察について話し合えるようにする。また、前単元から

繰り返し実践することで、より練度をあげる。 

③ 授業時数の弾力的運用 

実験結果を基にした考察する時間を十分に確保するため、実験と考察を１時間ずつに分

割をした。 

④ 主体的な取り組みを手助けする MESHの活用 

「明るさ」という曖昧な指標を数値化することで、根拠をもった考察をしやすくする。また、明

るさが変わったら反応するプログラムを学習班で考えることで「自分たちで考えた自分たちの

実験である。」という気持ちを高める。 

※MESH…身近なものとセンサーやスイッチなどの機能を組み合わせ、プログラミングするこ

とで、様々なアイデアを形にできるツール。 

 

 

研究主題に迫る手立て 

本単元における主体的に問題解決しようとする児童の姿 

 



 
考察の段階ごとのグループ分け

をすることにより全員が話し合い

に参加をすることができた。特に

普段習熟度が高くないグループも

穴埋め等にすることによって自信

をもって取り組むこともできた。 

 

MESH を使うことにより、明るさと

いう指標を数値で表すことがで

きたため、児童が考察をする際

に、比べやすかった。 
 

話し合い台本を導入することで

「何から話せばいいのか？」や

「何を話せばいいのか？」が明

確になったため、活動が停滞し

てしまう班がなかった。 

結果（表を文章化しただけ）を考察として書

いている児童も何人もいたため、考察とは

何かを児童に理解をさせる必要がある。ま

た、３年生の段階でどこまで求めるかも明確

にした方がよい。 
 


